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 7 月 25 日から連日 4 日間にわたり、川西市 企画財

政部 政策室から委託を受けて、ワークショップ「笑

顔♪ときめき♪未来会議！」を実施しました。実施報

告書の作成も含め、予想以上の成果があったという

ことで、成功裏に終えることができました。 

これは、川西市の第 4 次総合計画≪後期基本計画

≫策定に向けて、広く市民の意見を 

反映させていく目的で開催されました。 

行政との協働という意味では、「まちづ 

くり講座」でまちづくり政策室都市計画 

課の助成をうけての講座運営は経験し 

ていましたが、今回の政策室との協働 

は、ともかくすべてが初めてづくし・・・。 

スケジュール的にも、準備段階から 

超タイトな中でのスタートでした。 

時間的に余裕のない中、行政側の担当者と一緒

に、企画の内容や、諸々の手続き・必要書類作成な

どについて、当法人の経験を踏まえた提案を入れな

がら、文字通り、調整に次ぐ調整をして準備していき

ました。しかし、このプロセスこそが一つの協働だっ

たと思います。 

また、実際の運営に入ってからは、各日とも、アンケート

をできるだけその場で回収し、ワークショップ終了後す

ぐに、市職員の方々も含めて運営スタッフで、そのアン

ケートにまず目を通し、それからみんなで一緒に『ふりか

えり』をして、日々『進化する』ワークショップ運営を心が

けました。 

今回の事業は、今後、行政が NPO などとの協働を考え

る上でも、また、川西市内で唯一『中間支援』を第一義と

して活動する当 NPO 法人にとっても、大きな

『試金石』であったのは違いありません。 

講師の坂田先生のお話にも出た新しい『市民

指標』という構想も盛り込み、このワークショッ

プの成果が、参加者だけでなく多くの市民にも

実感できるものとなることを願ってやみません。

今後は、企画を考える段階

から、行政も市民も一 緒

に話 合 いを積 んでいけ

るような『仕 組 みづくり』

も必 要 で、『これらの動

きを具 現 化 する時 』が、

中 間 支 援 NPO としての

『真 価 を発 揮 する時 』だ

と思 います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          始まっています！ 

まちづくり講座  
 

～現在の市の「財布」を知り市民にできることを考える～
 
第 2 講・第 3 講とも、川西市の出前講座をお願いし、担当者
の説明を少しずつ聞いては質問していくというスタイルを取
りました。文字通り車座になってみんなで熱心に学び、時間
が足りないぐらいでした。今後もこういう場をさらに積み重ね

といいですね。（次回講座は以下の通り） る
 
第４講（11/13 火 13:30-16:30） ＠パレットかわにし

わがまち検証 
車座になって学ぶ、語りあう「中央北地区」 

 
川西市は「再開発」で発展してきました。その川西市、また、

阪神北地域としても最後の「大規模再開発」と言われている

『中央北地区』。みんなで基礎から学びみんなで考えます。

第 3 講(10/20) 

車座になって学ぶ、語りあう「財政状況」 

～身近な例から計画を学びつつ市民の役割を考える～

今年で 3 年目になる「まちづくり講座」。川西市「まちづくり
支援助成」を受けて開催しています。 
今年度は、全 12 回のロングランで、内容もすべて、かなり
「リキ」入れて企画しています。全部通して受講すれば、チョ
ッとしたコミュニティカレッジ並みの充実度！ 
また、当法人が持っている『まちづくり支援ネットワーク』の
『まちづくりすと』としての登録へもホップステップ！です。 
市長とのワイワイトークのプログラムもあります！ぜひご参加
ください！（その際は、原則、それ以前の講座受講が条件
になります。詳細はお問合せください） 
※9 月 22 日がキックオフで、現在、順々に開講中です。 
 
第 1 講（9/22） 

オリエンテーション＆自己紹介 
 ファシリテーター：石谷広記さんの進行で、ゲーム感覚の
 自己紹介や、チョッとしたクイズなど 

まちづくり概論 
 近畿大学（院）教授で、当法人の理事長でもある 
 
 

久 隆浩先生の、いつになく本格的な？！「講義」 

第２講(9/29) 
車座になって学ぶ、語りあう「総合計画」＆ 
「地区計画・まちづくり支援」 

～２～



 

暑さの残る 9 月 19 日、第 2 回「かわにし♪市民活動ネットワーク交流会♪」を開催。

約 30 名弱の方が参加、アイスブレイクの楽しいゲームをしたあと、今回のテーマに 

ついて、みんなで意見を出しあい、最後は、それぞれの活動や、講座・イベント紹介

をしたりして、あっという間の２時間を楽しく過ごしました！ 

  本題のテーマは、「もしも活動拠点施設の 

使用が有料になったら・・・」（当市では「地雷を 

踏む」ようなテーマかも？！）のグループワーク 

でした。こういうテーマで、ざっくばらんに話せる 

のは、（行政主催でなく）中間支援 NPO 法人  

主催の交流会ならではでしょう・・・。 

有料化になったとしたら、思うこと、困ること、できること（？）など、グループの 

中で出してポストイットに書き、その後、大きな模造紙に貼っていきました。 

その結果、有料化を考える際に、何が問題で、何が大事なのか？ 

よく見えてきました。  ごくごく一部ですが、ご紹介。 

・すべて一律に有料にするのは、どうか？             ・団体の活動によっては、配慮が要るのでは？ 
・お稽古や学習会的な活動は有料でもいいのでは？    ・納得のいく「ガイドライン」の設定が必要だろう。 
・その際の「基準」って何だろう？それが難しいのでは？      などなど 

こういう重要な案件が、行政から提示される場合は、何度も話しあいの「場」が持たれる必要があると思いました。 

また、行政も一緒に、お互いの立場を理解しあいながら話しあえる「場」の設定や、できることから取り組んでいけるような 

協働の「仕組み」づくりも必須でしょう。 

最後は、それぞれの活動グループの PR タイムでしたが、これもまた、楽しかったです！

 

10 月 17 日、第 2 回の「川西・猪名川

NPO 法人ネットワーク交流会」を 

開催！ 

この日は、NPO 法人 8 団体と、川西

市役所内に 5 月から設置されている

「協働参画プロジェクトチーム」の 

メンバー職員の方々とで交流・懇談会。初の試みです！ 

別の日に PT メンバーの皆さまには NPO 法人についてのお

話もさせていただきましたが、この日は、ドキドキものだった 

でしょうね・・・？！ 

♪ 市民活動（ＮＰＯ）サポート相談、やってます！♪ 
平成 15 年度からずっと、川西市の【市民

活動推進業務】を受託しています。（ホン

トに、ビックリするような金額です・・・） 

当法人は、「中間支援」を第一義とする

NPO ですので、『相談』がその事業の 

「核」となるのは必須です。今までも、『市民活動サポート相

談』から、多くの NPO が誕生しましたし、今も、進行形です。

また、多くのコーディネートから新しい事業や活動もネット 

ワークも生まれてきています。

さて、結果は、時間は大幅にオーバーしてしまいま

したが、お蔭さまで、とても実りのあるいい交流会

だったと思います。 
行政の皆さんにも、NPO 法

人のパワー、｢市民力｣を感

じていただけたのではない

でしょうか？  
これから行政と NPO 法人と

でどんな関係性が創られて

いくでしょうか？！ 
この生まれかけたちっちゃな「芽」。 
皆で一緒に水をやり、大切に育てていきましょうね。 

「つながりカフェ」大繁盛！♪ 

10 月 18 日は第 19 回「つながりカフェ」！ 

この日は、2 つ特別メニューがあったのですが、 

それを知ってか、大入り満員でした。 

★DUAL RING さんのカプチーノサービス♪ 

いつかは、コミュニティ・カフェを！と考え中 

★「まちづくり講座」第 1 期受講の植杉さん 

お茶事などに使われる 
「菊炭」という炭を使っての 
コミュニティビジネス実践紹介 

「つながりカフェ」では皆さんの色々な思いが 
混ざりあって思わぬ企画が生まれることがあります。 
その意外性がまた楽しい！ 
「つながりカフェ」があちこちで 

拡がっていくといいなァ・・・。 

 

 
川西市市民活動推進業務委託事業 報告 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

新理事紹介 
佐野恵美子さん：SANO 企画・画廊シャノワール代表

横島毅さん：(株)再開発研究所 代表取締役 
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address：〒666-0137 川西市湯山台 2-34-21

tel&fax：072-774-7333 

pc-mail：jimkawanishi@jttk.zaq.ne.jp  

h p  u r l：http://www.npojimkawanishi.org/  

blog url：http://www.voluntary.jp/jkawanishi/ 

編 集 後 記。．         
暑い・暑いの連続だったのが、いつの間にか涼しくなり、秋の深
まりを感じる季節になりました。今年度も半分が過ぎてしまった
のに、振返る暇なく、常に前進・前進で突き進んでいるスタッフ
たち。このパワーの源は一体どこから？？？時間・場所・資金・
人のゆとりがイマイチだけど、若さゆえの突進かしら！？ って
ことで、これからもお互いをかばいつつ、息があがらないように
運営していかねば。。。。。

 

「特定非営利活動法人 市民事務局かわにし」  正会員／賛助会員募集のご案内 
 

� 特定非営利活動(NPO)法人市民事務局かわにしは、皆さまの会費に支えられながら活動を展開しております。ご協力いただきま

した会費は、当法人の事務局運営や市域を中心とする社会貢献活動の一助となり、「公」の動きとして還元してまいります。 

� JR 福知山線列車事故につきましても、この沿線の中継地域として、被害者の皆さまの相談窓口となって、長期にわたり支援活

動をしていく所存です。 

� これからの新しい「公」を担っていこうとしている市民事務局かわにしを、どうか皆さまの温かな「心の投票」で支えていただ

きたく、よろしくお願い申しあげます。 
 

「会員」(正会員／賛助会員)と「年会費」についてご案内 

会員種別 個 人 団体（企業） 団体（非企業）

正 会 員 5,000 円 10,000 円 5,000 円 

賛助会員 3,000 円  5,000 円 3,000 円 

 

� 納入方法については、お手間をおかけしますが、下記へお願いいたします。 

【郵便振替口座】：特定非営利活動法人市民事務局かわにし 【口座番号】：00950-6-297192 
� 詳細につきましては遠慮なくお尋ねください。 特定非営利活動法人市民事務局かわにし tel/fax  072-774-7333 

～４～

【情報相談窓口】
色々な相談の総合窓口。各専門機関のご案内や  

ご紹介もしています。 

月～土曜日（日・祝休み）午前 10 時～午後 4 時

【語りあい、分かちあいの｢つどい｣】 
被害者やそのご家族の横のつながりや支えあいの

｢場｣を提供しています。 

毎月 1 回、土曜日または日曜日の午後に開催予定

場所は、パレットかわにし（川西市市民活動センター）

“ともし続ける灯り”   
 2005 年 4 月 25 日の JR 福知山線列車事故で被害
に遭われたみなさまの「ともしび」となるよう、支
援活動に取り組んでいます。 

※1 会員期間：4 月 1 日～翌年 3 月 31 日 
※2 会員の皆さまには、随時、市民事務局かわにしの活動状況や、 

講座案内など有用な情報をお届けします。 
※3 正会員には、総会での議決権があります。 
※4 非企業とは、NPO 法人など非営利団体を意味します。 
※5 一旦お納めいただいた会費は返金できませんことをご了承下さい。

特別報告   ☆繭玉のエンジェルタペストリーをＪＲ西日本へ☆ 
JR 福知山線列車事故から二年半の 10 月 25 日に、 

                             多くの方々の「思い」と「祈り」が結集した『繭玉のエンジェ 

ル・タペストリー』を、西日本旅客鉄道株式会社の本社 13 階

にある「事故追悼室」に納めさせていただきました。 

ます。関わってくださった皆さま方に深くお礼申しあげます。
 

 

【正会員】 

東 孝司、網野 亜紀子、喜田 和代、小国 素美、小西 佑佳子、駒井 澄子、駒井 守、小柳 敎子、小柳 繁清、 

佐々木 清二、佐野 美恵子、嶋﨑 眞二、高見 実千代、竹村 明、道幸 奈津子、中川 幾郎、久 隆浩、 

増田 万紀子、三井 ハルコ、山下 淳、横島 毅、横田 信之、吉岡 行廣、特定非営利活動法人川西再発見、 

特定非営利活動法人宝塚ＮＰＯセンター 

【賛助会員】 

岩切 節子、植田 るり子、岡井 アキコ、勝田 民子、鎌田 満子、久保 恵子、栗岡 多恵子、酒井 美登利、 

阪本 富士治、武居 玲子、谷 清、田村 幹夫、畑尾 卓郎、福井 牧男、藤原 陽子、堀口 節子、正木 みつ子、 

武藤 すみ子、柳田 きぬ、横山 道雄、吉田 隆志、ＮＰＯ法人関西イー・エルダー、グループ風、 

川西久代郵便局情報紙「ぜんざい」、特定非営利活動法人ブルービーンズショア      （敬称略、五十音順）

いつか、事故現場あとに、雨風のしのげる広いスペースなど

ができたら、あの『メッセージボード』と共に、いつでも、どな

たにでも見ていただけるような設置をと願っていますが、この

度、こういう形で預かっていただくことができ、心底ホッとして

編集・発行：特定非営利活動法人市民事務局かわにし


